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暑さに備えて熱中症対策 

４月２３日に熱中症特別警戒アラートの運用が開始されました。これからの季節、暑さについ

て対応していかなければなりません。 

昨年度は、学校側からの広報が十分でない部分があった反省として、今年度はこの時期に

対策についてお伝えいたします。 

 

昨年度までに実施している事柄についてお知らせします。 

１． エアコン設定温度 20℃設定まで可能 暑さを考慮して運用 

２． 各教室サーキュレーター使用 冷房機器との併用 

３． 登下校時の日傘・クールリング・冷却タオルの使用許可 

４． 飲水タイムは各学級で実施 

５． 教科書を持ち帰らない：置き勉の呼びかけ 

６． 体育館・プレイルームのエアコン設置申請 

７． 弁当の衛生管理 保冷剤・保冷バック使用の呼びかけ 

８． 運動会練習の時間調整 

 

 今後も暑さの状況を確認しながら、服装の調整や他の施設設置等を行っていきます。 

 熱中症特別警戒アラートは１０月２２日までの運用が環境省から発表されています。休み時

間の外での活動等も天気および気温をしっかり確認しながら、活動を考えていきます。 

 

 現在も朝の時間から日差しがかなり強くなってきています。日傘をさしての登校の姿も見

られるようになっています。この時期からの対策を行っていきたいと考えていますので、弁

当管理等を含め、ご家庭でのご協力をお願いいたします。 

 

 毎日子供達は元気に登校しています。朝の掃除については、前回お知らせしたとおり、 

高学年が中心となって、学校の美化を保ってくれています。掃除の後には、 

フリートークの声も各教室から聞こえてくるようになりました。 

 好きな歌の紹介や今欲しいものという話題や、うどんとラーメンどっち 

が好き？スイカバーとメロンバーどっちが好き？という二者択一の話題、 

最近やったことややってみたいこと、修学旅行で行きたいところなど、 

盛りだくさんのメニューで聴き合う活動を進めています。 


